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研究成果の概要（和文）：言語機能の属性との関連を仮定されている「コントロール」は、言語

理論研究だけでなく言語獲得研究においても重要な研究対象の１つである。本研究では、２種

類の異なる空主語を含む付加節を伴う文を用いて、日本語を母語とする３歳～５歳児の付加コ

ントロールの理解を調査した。その結果、幼児が大人と同質の付加コントロールに関する知識

を身につけていることを明らかにした。この結果は、コントロールの獲得に言語機能の属性が

関与する可能性を高めた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Mastery of control has been one of the central issues in the study of child 
language acquisition since it is assumed in the study of the language faculty that the principles of control 
are biologically determined.  This research project investigated Japanese-speaking children’s 
knowledge of adjunct control by utilizing sentences containing two types of null subjects, PRO and null 
pronominal, in temporal clauses. The experiment revealed that 3 to 5-year-olds acquiring Japanese 
successfully identified both kinds of null subjects in the same way as an adult. This finding supports the 
view that the control principles are innate. 
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１．研究開始当初の背景 
子どもが生後数年のうちに、抽象的で複雑

な母語の体系を、特別な訓練なしに獲得する
ことができるのはなぜか。この問いに対し、
生成文法と呼ばれる言語理論では「言語機
能」の存在を仮定している。言語機能は、そ
の初期状態としてどのような性質を持ち、そ

れがどのような変化を経て大人の母語知識
（言語機能の安定状態）の獲得に至るのかを
明らかにするために、多くの研究がなされて
きている。これまでのところ、言語機能には
人間の個別言語間に見られる普遍性と多様
性に対応する属性として、「原理」と「パラ
メータ」が含まれると提案されている。この
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認識に立つと、言語機能にどのような原理
群・パラメータ群が存在するかは、その本質
を探る上で重要な課題となる。 

その課題に取り組むために有用な手段の
１つとして、言語獲得の過程の研究が挙げら
れる。近年、生成文法に基づく言語獲得研究
の成果が集積され、その理論が整備され始め
てきた。その結果、理論研究における言語機
能の属性に関する提案から導き出される言
語獲得に関する予測を、母語を獲得中の子ど
もから得られるデータを用いて検証し、言語
獲得機構および言語機能の属性に対する提
案を構築する試みが多くなされている。 
 
 
２．研究の目的 

本研究では、言語機能の属性が関与すると
仮定されている言語現象に着目し、その獲得
を調査する。具体的には、生得的属性が関与
していると考えられている「コントロール」
(cf. Chomsky 1981 など)の獲得に焦点を当て
る。日本語を母語とする幼児（以下、日本語
児）に対して実験を実施し、付加コントロー
ル(adjunct control)の理解を明らかにする。
それにより、言語獲得研究が言語理論研究と
緊密な連関をもちながら、言語機能の属性に
関する提案を行う可能性を試みる。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 先行研究の調査 
 言語理論研究・言語獲得研究の文献を幅広
く調査し、どのような言語現象の獲得に対し、
どのような予測が得られるかを明らかにす
る。特に、日本語児に対し調査が可能である
かどうかを重視する。 
 
(2) 実験材料の準備 

日本語児の付加コントロールの知識を調
査するのに適切であり、かつ、実験の対象と
なる３～５歳児に理解しやすい単語を使用
したテスト文・スクリプトを作成する。また
実験文の提示順・提示方法、子どもにわかり
やすい、馴染みのあるキャラクターの用意を
行う。 
 
(3) 予備実験の実施 

数名の日本語児に対し、実験を実施する。
結果を分析し、言語材料、分析方法、提示順、
提示方法などを再検討する。 
 
(4) 本実験の実施 

保育園・幼稚園において実験を実施する。 
 
(5) 実験結果の分析 

実験結果に基づき、言語獲得においてどの
ような新しい事実を提示できるのか、また、

言語間変異の事実および言語理論の分析と
統合し、言語機能の所在に対してどのような
証拠が与えられるかを検討する。 
 
(6) 自然発話データの分析 
 自然な会話場面における発話を収録した
言語データ共有システムCHILDESに収録され
ている日本語児６名分のコーパスの発話を
分析し、子どもおよび大人の発話中に付加コ
ントロール文がどの程度含まれているのか
を明らかにする。 
 
(7) 研究成果の発表と今後の課題の検討 
研究成果を国際学会において口頭発表す

る。また、その成果を論文にまとめる。今後
の課題と展望を検討する。 
 
 
４．研究成果 
(1) 先行研究の調査 
言語機能の属性との関連を仮定されてい

る「コントロール」は、理論研究だけでなく
獲得研究においても重要な研究対象の１つ
である。その理由として、英語を母語とする
子ども（英語児）の場合、コントロール（特
に付加コントロール）の獲得に時間を要する
という事実が挙げられる。理論研究において
は、コントロールには生得的属性が関与する
と仮定されており、その提案が正しければ、
言語獲得過程においてコントロールは早期
の段階で獲得されると予測される。これに対
し、英語児のコントロールの獲得についてこ
れまで多くの研究がなされており、それによ
り、コントロールの中でも補部コントロール
(complement control) については早期の獲
得が報告されている。しかしながら、例文(i) 
のような付加コントロールについては、その
獲得に時間を要することが明らかになって
いる（Broihier & Wexler 1995, Adler 2006
など）。具体的には、大人の文法においては
(i)のような文において、PRO の先行詞になり
うるのは主節主語のみであるが、英語児は就
学時前後まで、主節主語だけでなく、主節目
的語も PROの先行詞となりうるように文を解
釈してしまう。 
 
(i) Mary called John [while PRO running]. 
（PRO（ run の動作主）＝主節主語の Mary の
み） 
 
しかしながら、このようなコントロールの獲
得の遅れが他の言語を母語とする子どもに
も見られるのかどうか、あるいは英語児に限
られるのかは、まだほとんど探求されていな
い。日本語児に関しても、コントロールの獲
得に関する研究は少なく、特に付加コントロ
ールの獲得に関しては、信頼できるデータは



 

 

ほとんど得られていない。このことから、日
本語児の付加コントロールの獲得を調査す
る必要性が生じた。調査の方法としては、３
－５歳の日本語児に対して実験を行うこと
とした。同時に、CHILDES に収録されている
日本語児の発話データを用いて、子どもおよ
び大人の自然発話内にどれだけ付加コント
ロール文が含まれているかについても分析
することとした。 
 
(2) 実験 

実験に参加した子どもは、３歳８カ月から
５歳１１カ月の日本語児１６名である。 

実験では、 (ii) のような付加コントロー
ル文の理解と、表面的に (ii) に類似した空
主語文 (iii) の理解を調査した。 
     
(ii) 浩子が  健を [ PRO  走りながら]  

呼んだ。 
（PRO（「走る」の動作主）＝主節主語の「浩
子」のみ） 

 
(iii) 浩子が 健を [ Ø   走っている時に ] 

呼んだ。 
（Ø（「走る」の動作主）＝主節主語の「浩
子」も主節目的語の「健」も可能） 

 
(ii)と(iii)はどちらも時を表す節を含んで
おり、その節内には音形に現れない空主語を
含んでいる。しかし、(ii)の空主語はPRO、
(iii)の空主語はいわゆる「日本語型の空主語
」である。したがって、(ii)においては、空
主語は主節主語のみを指しうるが、(iii)の空
主語は、主節主語も主節目的語も指すことが
可能である。 
 実験は実験者（研究代表者）と被験児の１
対１で行った。被験児は実験者が用意したぬ
いぐるみと一緒に、ノートパソコン上に再生
される短いアニメーションを見る。その後被
験児は、ぬいぐるみが話す文（テスト文）が
アニメーションの内容と一致していたかどう
かを「合っている」（真）か「間違っている
」（偽）かで実験者に答える。 

実験結果の詳細を下の表１にまとめる。 
 

  空主語＝主節主語 空主語＝主節目的語 

  「真」と回答 「偽」と回答 「真」と回答 「偽」と回答

「～ながら」を含む文 91.30% 8.70% 16.67% 83.33% 

「～時に」を含む文 75.00% 25.00% 75.00% 25.00% 

表１ 実験の結果 
（網掛け箇所は文法的に正しい反応） 

 
この結果は、被験児が両付加節の空要素を正
しく解釈し、テスト文を大人と同様に理解し
ていることを示している。また、英語児に観

察されるような、PROの先行詞を主節目的語と
する誤りがほとんど見られないことを確認し
た。したがって、４歳前後の日本語児がすで
に大人と同質の付加コントロールに関する知
識を身につけていることが明らかになった。 
 
(3) CHILDESの分析 
CHILDESに収録されている日本語児６名の

コーパスを用いて、子どもおよび大人の自然
発話内に付加コントロール文がどれだけ含ま
れているかを分析した。自然発話の分析を行
った理由は次の通りである。英語児のコント
ロールの獲得に関する先行研究では、大人の
自然発話に付加コントロールがほとんど含ま
れていないことが報告されている(Broihier 
& Wexler 1995)。本研究の実験では、日本語
児が付加コントロールを早期に獲得すること
を示唆した。しかし、この早期獲得が、生得
的要因が関与するためなのか、あるいは、大
人の発話における付加コントロールの頻度に
よるものなのか（すなわち、大人の発話内に
ある構文が（多く）含まれていれば、その構
文を早く獲得するという考え方）、実験の結
果のみで決定するのは難しい。このため、自
然発話のデータを分析することとした。分析
においては、「～ながら」を含む文と「～時
に」を含む文を、子どもと大人の発話から抽
出した。 
分析結果は表２の通りである。 

 

コーパス名 

発話者 

「～ながら」

を含む文 

「～時に」を

含む文 

分析ファ

イル数（収録年齢期間）

Miyata-Aki 子ども 0 0 

56 

(1;5.7 - 3;0) 大人 0 7 

Miyata-Tai  子ども 1 1 

76 

(1;5.20 - 3;1.29) 大人 3 12 

Miyata-Ryo 子ども 0 0 

82 

(1;4.3 - 3;0.30) 大人 0 0 

Ishii 子ども 0 1 

100 

(0;6.1-3;8.16) 大人 0 1 

Noji 子ども 10 16 

84 

(0;0.13-6;11.12) 大人 0 17 

Hamasaki 子ども 0 0 

32 

(2;2.3 - 3;7.10) 大人 12 5 

表２ 日本語児コーパスの分析結果 
 
分析の結果、「～ながら」を含む文に関して
は、大人の発話にも、子どもの発話において
もほとんど含まれていなかった。また、「～



 

 

ながら」文・「～時に」文の両文について、
どのコーパスにおいても、子どもと大人の発
話数には関連がないことがわかる。したがっ
て、実験で得られた「付加コントロールの早
期獲得」という結果が大人の発話頻度とは無
関係であることが示され、付加コントロール
の獲得に言語機能の属性が関与する可能性を
さらに高めた。 
 
(4)(1)～(3)からの結論 

コントロールは言語機能の属性との関連
が仮定されているのにもかかわらず、英語児
において、その獲得（特に付加コントロール
の獲得）には時間を要するという事実が報告
されていた。本研究では、これまでに明らか
にされていなかった日本語児の付加コント
ロールの獲得について、新しい事実を提示し
た。日本語児においては、英語児に観察され
るような、PRO の先行詞を主節目的語とする
誤りはほとんど見られないことを実験によ
って確認した。また、被験児が音形に現れな
い PROと空代名詞を使い分けることができる
ことも示した。さらに、自然発話の分析によ
って、日本語児の付加コントロールの早期獲
得には、大人の発話頻度が全く関与していな
いことが確かめられた。 

これらの結果は付加コントロールに関す
る新たな獲得の事実を提示するとともに、言
語機能の属性に対する提案を構築する基盤
が得られた。 
 
(5) 成果の発表と今後の課題 

(1)～(4)の成果は 2010 年 9 月にカナダ・
トロント大学で開かれた言語獲得に関する
国際学会(The 4th Generative Approaches to 
Language Acquisition North America)およ
び、アメリカ・カンザス大学言語学部での講
演 シ リ ー ズ (The Linguistics Colloquy 
Series)で口頭発表し、多くの研究者からの
フィードバックを得た。これをもとに論文を
作成し、現在専門ジャーナルに投稿中である。 
今後の課題としては、なぜ英語児において

は学齢期前後まで付加コントロールの理解
に困難が生じるかという問題に取り組むこ
とが挙げられる。本研究期間終了段階におい
ては、英語児が大人とは異なり、ある一定の
期間日本語のような空主語を許していると
いう提案を検討したが、この提案の妥当性に
ついてのさらなる検証や、他の可能性の追求
が必要である。さらに、第二言語としての日
本語の学習者における付加コントロールの
知識についての研究はこれまで存在してい
ない。学習者の付加コントロールの知識を実
験により調査することで、第二言語獲得過程
だけでなく母語獲得過程を見極めるために
も、また、言語獲得過程理論の構築に対して
も重要な資料が得られる可能性が考えられ

る。したがって、この調査も今後の課題とと
らえられる。 
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